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衆
議
院
議
員
秋
葉
賢
也
君
提
出
緑
化
推
進
事
業
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
�
に
つ
い
て

我
が
国
は
、
す
べ
て
の
主
要
国
に
よ
る
公
平
か
つ
実
効
性
あ
る
国
際
的
枠
組
み
の
構
築
と
意
欲
的
な
目
標
の
合
意
を
前
提

と
し
て
、
千
九
百
九
十
年
比
で
二
千
二
十
年
ま
で
に
二
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
を
目
指
す
と
い
う

目
標
を
掲
げ
て
い
る
が
、
こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
国
内
排
出
量
取
引
制
度
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
た
め
の
税
及

び
全
量
固
定
価
格
買
取
制
度
を
含
め
た
あ
ら
ゆ
る
政
策
を
総
動
員
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
緑
化
の
推
進
に
つ
い
て

も
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
吸
収
作
用
の
保
全
及
び
強
化
を
図
る
観
点
か
ら
重
要
な
施
策
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
取

り
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

政
府
と
し
て
は
、
緑
化
の
推
進
の
た
め
の
取
組
と
し
て
、
都
市
公
園
の
整
備
、
道
路
、
港
湾
、
下
水
処
理
施
設
、
公
的
賃

貸
住
宅
、
官
公
庁
施
設
等
に
お
け
る
緑
化
及
び
建
築
物
の
屋
上
等
に
お
け
る
新
た
な
緑
化
空
間
の
創
出
を
積
極
的
に
推
進
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

一
の
�
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
道
路
に
お
け
る
緑
化
は
、
道
路
利
用
者
等
へ
の
快
適
な
空
間
の
提
供
、
景
観
の
向
上
、
地
球
温
暖
化
対

一



策
等
の
観
点
か
ら
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
街
路
樹
の
整
備
等
の
道
路
に
お
け
る
緑
化
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

お
尋
ね
の
「
植
物
に
よ
る
整
備
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
よ
る
整
備
の
割
合
の
推
移
」
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、
中

央
分
離
帯
や
路
肩
等
に
お
け
る
緑
化
に
つ
い
て
は
、
各
道
路
管
理
者
が
、
景
観
、
管
理
の
難
易
度
、
経
済
性
等
を
総
合
的
に

勘
案
し
、
各
地
域
の
特
性
に
応
じ
て
適
切
に
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
政
府
に
お
い
て
は
、
平
成
二
十
二
年

度
に
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
を
創
設
し
、
地
方
公
共
団
体
が
こ
れ
を
活
用
し
て
緑
化
を
伴
う
道
路
整
備
を
行
う
こ
と
を

可
能
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

文
部
科
学
省
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
平
成
二
十
一
年
五
月
一
日
現
在
、
運
動
場
を
三
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
芝
生
化
し
て
い

る
公
立
学
校
の
数
は
、
小
学
校
が
千
四
十
二
校
、
中
学
校
が
三
百
八
十
五
校
、
高
等
学
校
が
三
百
十
九
校
、
中
等
教
育
学
校

が
零
校
、
特
別
支
援
学
校
が
百
八
十
三
校
で
あ
り
、
当
該
学
校
数
の
公
立
学
校
（
運
動
場
を
有
す
る
も
の
に
限
る
。
）
の
総

数
に
占
め
る
割
合
は
、
小
学
校
が
約
四
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
中
学
校
が
約
三
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
高
等
学
校
が
約
八
・
五
パ

ー
セ
ン
ト
、
中
等
教
育
学
校
が
零
パ
ー
セ
ン
ト
、
特
別
支
援
学
校
が
約
二
十
三
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
文
部
科
学
省
と

二



し
て
は
、
引
き
続
き
、
各
学
校
に
お
け
る
校
庭
の
芝
生
化
を
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

二
の
�
か
ら
�
ま
で
に
つ
い
て

公
立
学
校
に
お
け
る
校
庭
の
芝
生
化
に
つ
い
て
は
、
各
地
方
公
共
団
体
が
地
域
の
実
情
等
に
応
じ
て
判
断
す
る
も
の
で
あ

り
、
国
が
御
指
摘
の
よ
う
な
数
値
目
標
を
一
律
に
設
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
校
庭
を
芝
生
化
す
る
こ
と

は
、
児
童
生
徒
が
楽
し
く
安
全
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
の
で
き
る
環
境
を
つ
く
り
出
す
ほ
か
、
地
球
温
暖
化
対
策
や
砂

じ
ん
の
飛
散
防
止
等
の
環
境
保
全
上
の
効
果
が
あ
り
、
環
境
教
育
の
教
材
と
し
て
の
活
用
も
で
き
る
も
の
と
認
識
し
て
お
り
、

文
部
科
学
省
に
お
い
て
は
、
校
庭
の
芝
生
化
に
つ
い
て
、
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、
そ
の
意
義
等
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
や

国
庫
補
助
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
普
及
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
投
票
の
収
益
に
よ
る
助
成
の
基

本
方
針
」
（
平
成
十
三
年
十
一
月
五
日
文
部
科
学
大
臣
決
定
）
を
踏
ま
え
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成
金
に
よ
り
、
地
域
の

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
公
立
学
校
の
校
庭
の
芝
生
化
に
つ
い
て
助
成
を
行
っ
て
お
り
、
ま
た
、
平
成
二
十
二

年
度
か
ら
は
、
当
該
助
成
金
の
交
付
を
受
け
て
新
設
し
た
校
庭
の
天
然
芝
に
係
る
維
持
経
費
に
つ
い
て
も
助
成
対
象
に
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三



文
部
科
学
省
と
し
て
は
、
今
後
と
も
、
地
方
公
共
団
体
の
要
望
を
踏
ま
え
つ
つ
、
校
庭
の
芝
生
化
を
支
援
し
て
ま
い
り
た

い
。

四


